
平成 22 年度第６回東久留米市市民環境会議会議録 
 

 

会議名 平成 22年度第 6回東久留米市市民環境会議 
日 時 平成 22年 9月 27日(月)19 時～20時 25分  於東久留米市役所７階 703会議室 
出席者 出席委員数 11名  欠席委員数 10名   
出席事務局職員 環境政策課長 同主査（政策調整担当） 同主査（みどりと公園担当） 

同主事（生活環境担当）  
次 第 

(１)平成 22 年度第 5回市民環境会議会議録（案）の確認      

(２)事務局からの報告 

(３)平成 22 年度第 5回・第６回(仮称)湧水・清流保全都市宣言検討会議(ＰＴ)報告及び文案の検討 

(４)湧水フォーラム全国大会実行委員会に対する市民環境会議の係わり方について 

(５)その他 

(６)部会活動 

配布資料 ①平成 22年度第４回市民環境会議会議録（案）…資料１ 

   ②湧水・清流保全都市宣言検討会「宣言文案」 …当日配布 

会議の内容 

座長が欠席のため、職務代理が会議の進行をした。 

(１)会議録の確認 

            平成 22年度第 5回市民環境会議会議録（案）の内容を確認し、了承した。 

 

(２)事務局からの報告 

  ①9月議会の報告 

 12 月に開催予定の湧水フォーラムに関する補正予算は可決された。市長は 9月市議会に提出してい

た教育振興基金条例案を撤回した。 

②野火止用水沿川６市共同クリーンデーを 12 月 4 日（土）9 時半より行う。内容は昨年度と同様で

ある。詳細は 11 月 1 日号広報で。 
③環境ウオッチングの参加者を募集中である。 
④「多摩の生物多様性シンポジウム」が 11 月 5 日に開催される。パンフレットを紹介する。 

 

(３)平成 22 年度第 5回・第 6回(仮称)湧水・清流保全都市宣言検討会議(ＰＴ)報告及び文案の検討 

・事務局より 9 月 8 日の第 5 回、9 月 21 日に第 6 回の(仮称)湧水・清流保全都市宣言検討会議(ＰＴ)

の会議内容及び宣言文案がまとまったとの報告があった。 

・ＰＴ座長より、検討結果の報告があった。宣言名は「湧水・清流保全都市宣言」とすること。宣言

文案は資料で配布したとおりである。 

・文案に「田畑（あるいは農地）」とあるが、「農地」とすること 

「農地のみどりが豊かな湧き水と」の『農地のみどりが』の後に読点を入れること 

 以上 2 点を訂正した。 



・以上のほかにも「樹林地や農地」だけでなく「透水舗装や雨水浸透施設」も重要な役割をもってい

る。「地下水の涵養」といった内容を入れたい。「格調、文学的、情緒的」からの視点は。「森、里、

癒し」といった語句を盛り込みたい。等の意見が出された。 
・委員から「市民環境会議とＰＴの位置づけが明確になっていない」との指摘があった。これについ

て「ＰＴで検討した内容を市民環境会議で訂正できるのか」「最終的には市民環境会議の名前で回答

するのであるから、市民環境会議で検討すべき内容である」「市民環境会議で文案が訂正されること

は、ＰＴの立場を無視した意見である」「今後、庁内環境委員会、環境審議会、パブリックコメント

等のフィルターにかかっていくので、この文案が今後訂正されないとは限らない」「ＰＴの委員は、

文案が市民環境会議で訂正されることは考えていないし、ＰＴの各委員には事前の説明をしていな

い」等の意見が出された。 
・職務代理は、本日、文案について出された意見を今後の庁内環境委員会等に説明していくことと、

ＰＴの位置づけが明確ではないため、事務局に対し要領またはこれに類するものを整備するよう指

示した。 
 

(４)湧水フォーラム全国大会実行委員会に対する市民環境会議の係わり方について 

本日は、湧水保全フォーラム inひがしくるめに関わっている委員が欠席されているため、検討を

次回に行うこととした。なお、事務局からは進捗状況の説明があった。 

 
(５)その他 

・事務局より「来年度の環境フェスティバルの実行委員を市民環境会議から推薦していただきたい」

との依頼があり、次回の会議で選出を行うことにした。 
  ・次回の日程は、10 月 19 日（火）午後 7 時から 701 会議室にて行う。 
 
(６)部会活動 
  水とみどり部会が部会活動を行った。その他の委員は解散した。 
 

                           （全体会終了時刻 20時 25分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


